
主な内容

●第３次度会町行政改革大綱を決定

●国民健康保険税の税率を変更2005
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去
る
３
月
28
日
、
度
会
町
行
政

改
革
推
進
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
か
ら
協
議
を
重
ね
て
き
た
大

綱
案
の
最
終
調
整
が
終
わ
り
、『
第

３
次
度
会
町
行
政
改
革
大
綱
』
が

決
定
し
ま
し
た
。

大
綱
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
や
、
度
会

町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
か
ら
の

答
申
、
町
議
会
か
ら
の
意
見
書
な

ど
を
踏
ま
え
、
第
９
回
の
本
部
会

議
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
大
綱
で
は
、
基
本
理
念
と

し
て
『
住
民
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な

げ
る
新
装
改
革
』
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
成
果
重
視
の
観
点
か
ら
の

『
効
率
』、
支
え
あ
う
行
政
運
営
を

図
る
べ
く
『
協
働
』、
調
和
を
保

ち
な
が
ら
自
ら
を
律
し
て
い
く
た

め
の
『
自
律
』
と
い
う
３
つ
の
柱

を
基
本
目
標
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。〈
イ
メ
ー
ジ

図
１
〉
ま
た
、
行
政
改
革
を
進
め

る
体
制
に
つ
い
て
は
、
推
進
協
議

会
を
含
む
住
民
の
皆
さ
ん
や
町
議

会
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
全

町
が
一
丸
と
な
り
推
進
し
て
い
く

も
の
と
し
て
い
ま
す
。〈
イ
メ
ー

ジ
図
２
〉

改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
基

本
理
念
や
目
標
を
念
頭
に
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
『
改
革
の
視
点
』

（
５
項
目
）
か
ら
分
岐
す
る
『
重

点
項
目
』（
15
項
目
）
ま
で
を
体

系
的
に
改
革
の
方
針
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

第３次度会町行政改革大綱を決定

※ 

基本理念

協 働 協 働 効 率 効 率 自 律 自 律 

住民のしあわせ 住民のしあわせ 

成果重視の行政運営

※｢新装｣とは ･･･ 直訳すると｢新たなよそおい(出で立ち)｣となるが、出で立ちという語句の引用により
 ｢身なりを整え、新しい出立(出発)をする｣という意味をも備え持つ。そのようなことから
 ここにおいては｢従来の手法を整理一新し、飛躍的一歩を踏み出す｣という解釈とする。

••••

〈イメージ図２〉 

〈イメージ図1〉 

“住民のしあわせ”につなげる新装改革

支えあう行政運営 自らを律する行政運営

住 民 住 民 
行政改革 行政改革 
推進協議会 推進協議会 

行 政 行 政 
行政改革推進本部 行政改革推進本部 
（全職員） （全職員） 

議 会 議 会 
行政改革行政改革
推進特別委員会推進特別委員会

行政改革行政改革

自律する自治体 自律する自治体 
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※
行
革
大
綱
の
詳
細
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
結
果
、
大
綱

案
に
対
す
る
答
申
･
意
見
の
反
映

お
よ
び
町
の
考
え
方
な
ど
は
、
役

場
窓
口
、
町
中
央
公
民
館
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

こ
の
行
革
大
綱
に
基
づ
い
た
行

政
運
営
を
実
践
し
て
い
く
た
め
、

現
在
、
推
進
本
部
を
中
心
と
し
て

具
体
的
な
内
容
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
実
施
計
画
書
の
策
定
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
住
民
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な

げ
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

▶問合先
役場総務財政課

（☎６２－ 1１１１）

〈体系図１〉 

① 組織機構の改革 

② 事務事業の見直し 

③ 定員管理の適正化 

④ 公共施設運営の整理合理化

⑤ 電子役場の構築 

① 行政評価システムの導入 

② 職員の能力向上と人材育成

① 市町村合併の推進 

① 行政情報の共有化 

（１） 行政運営システムの改革 

（３） 協働型行政体制の構築

（２） 成果重視の行政運営

改革の視点 重点項目 

② 行政への住民参加

② 地域内分権のしくみづくり 

③ 地域連携の強化と機能分担

（４） 財政の健全化 ① 歳入の確保 

② 歳出の見直し

③ 財政状況の公表

（５） 分権型社会への対応
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木造住宅の
　無料耐震診断を

実施

平
成
17
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た
！

度会町国民健康保険税率表
◆計算方法が、次のように変わります。
（医療給付費分）

区　　　　分 平成16年度税率 平成17年度税率

応
能
割

所　得　割
（加入者の前年所得に対し） 4.10％ 5.10％

資　産　割
（加入者の固定資産税額に対し） 30.00％ 30.00％

応
益
割

均　等　割
（加入者１人当たり） 21,300円 21,000円

平　等　割
（１世帯当たり） 24,000円 19,000円

（介護納付金分）
区　　　　分 平成16年度税率 平成17年度税率

応
能
割

所　得　割
（加入者の前年所得に対し） 0.46％ 0.70％

資　産　割
（加入者の固定資産税額に対し） 5.00％ 5.00％

応
益
割

均　等　割
（加入者１人当たり） 5,800円 5,800円

平　等　割
（１世帯当たり） 3,400円 3,400円

国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
は
、

応
能
割
（
所
得
割
・
資
産
割
）
と

応
益
割
（
均
等
割
・
平
等
割
）
を

合
わ
せ
て
算
定
さ
れ
て
お
り
、
保

険
税
の
公
平
な
課
税
に
は
、
応
能

割
と
応
益
割
の
割
合
を
50
対
50
に

す
る
こ
と
が
最
良
と
さ
れ
て
い
ま

す
。度

会
町
で
は
、
平
成
９
年
度
に

税
率
改
正
を
行
っ
て
以
降
、
税
率

を
据
え
置
い
て
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
年
々
進
む
高
齢
化
や
、
医

療
の
高
度
化
に
伴
い
医
療
費
が
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
に
は
応
能

割
と
応
益
割
の
割
合
が
45
対
55
と

な
り
、
保
険
税
負
担
の
不
均
衡
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
所
得
割

を
引
き
上
げ
、応
益
割
（
均
等
割
・

平
等
割
）
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
各
世
帯
間
の
税
額
の
格
差

を
少
な
く
し
、
国
民
健
康
保
険
の

運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
介

護
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
税
率
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
先　

役
場
町
民
福
祉
課
年

金
保
険
係（
☎
６
２
―
２
４
１
２
）

耐震補強の前にまず耐震診断を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
住
宅

の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
、
多
数
の
犠

牲
者
が
で
ま
し
た
。

近
い
将
来
、
東
海
地
震
、
東
南

海
・
南
海
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
重
県
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
何
ら
か
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
る

危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
の

耐
震
化
な
ど
は
最
優
先
の
課
題
と

言
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は

地
震
対
策
を
考
え
る
施
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐

震
診
断
事
業
を
今
年
度
も
実
施
し

ま
す
。

わ
が
家
が
地
震
に
対
し
て
安
全

な
の
か
、
ど
の
程
度
危
険
な
の
か

を
知
る
こ
と
で
、
地
震
対
策
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
診
断
事
業
の
対
象
と
な

る
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
診

断
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
耐
震
補
強
工
事

の
経
費
に
対
す
る
補
助
を
受
け
る

条
件
の
一
部
を
満
た
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
住
宅

①
〜
⑤
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る

住
宅

② 

木
造
住
宅
（
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
）

③ 

住
居
と
し
て
使
用
す
る
次
の
建

築
物
の
い
ず
れ
か

・
専
用
住
宅

・
共
同
住
宅
、
長
屋
建
住
宅
（
所

有
者
が
申
し
込
み
、
必
ず
居
住

者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

・
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
（
延

べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
と
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
）

④
階
数
と
規
模

・
２
階
建
以
下
で
、
か
つ
延
べ
床

面
積
３
０
０
㎡（
約
90
坪
）以
下

⑤ 

町
内
在
住
者
が
町
内
に
所
有
し

て
い
る
住
宅

◇
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

・
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
住
宅

・
木
造
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅

・
枠
組
壁
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な

ど
）
工
法
の
住
宅

・
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

の
住
宅

▽
診
断
費
用　

無
料
（
国
・
県
・

町
が
負
担
し
ま
す
）

▽
診
断
者　

県
が
後
援
す
る
木
造

住
宅
耐
震
診
断
講
習
会
を
受

講
、
修
了
し
た
建
築
の
専
門
家

に
委
託
し
ま
す
。

※
診
断
者
が
現
地
調
査
を
す
る
時

に
は
、
改
修
工
事
な
ど
の
営
業
活

動
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
診
断
時
期　

９
月
以
降
、
日
時

は
お
伺
い
す
る
診
断
者
か
ら
申

し
込
ま
れ
た
方
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
診
断
内
容　

図
面
と
の
照
合
、

基
礎
、
壁
、
筋
か
い
、
床
下
、

天
井
裏
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

▽
診
断
結
果　

診
断
終
了
後
２
〜

３
か
月
後
に
、
診
断
者
が
結
果

を
説
明
し
ま
す
。

▽
診
断
戸
数　

20
戸
（
申
し
込
み

は
１
人
１
戸
ま
で
）

※
予
定
戸
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

５
月
９
日
（
月
）

〜
６
月
30
日
（
木
）

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
企
画
防

災
課
（
☎
６
２

－

２
４
２
１
）

木造住宅の
　無料耐震診断を

実施
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 平成１７年度　区長・自治会長の皆さん （敬称略）

まちの行政相談委員

小岸米子さんです！

４月１日付けで、度会町担当の行政相談委員として、小岸米子さん
が、引き続き総務大臣から委嘱されました。
小岸さんは「毎日の暮らしの中で、国の仕事などについて困ったこ
と、苦情などありましたら、ご相談ください。助言や関係行政機関に
対する通知などを行います。また、身近な問題や困りごとも、ひとり
で抱え込まず、気軽に相談してください。ともに解決の糸口を見つけ
ましょう。」と、暖かい雰囲気で改めて今後の抱負を語ってくれました。
▶相談方法　行政相談委員の自宅や定期的に開設する相談所で受け付
けるほか、電話や手紙などいずれの方法でも可
○小岸米子さん（下久具３５９－１　☎６２－０２８４）
※相談は無料で秘密は固く守られます。

また、次のところでも毎日、行政相談を受け付けていますので、ご
利用ください。
▶受 付 先
〒５１４－００３３
津市丸之内２６番８号　津合同庁舎３階
総務省三重行政評価事務所　行政相談課
行政苦情１１０番

☎０
お こ ま り な ら ま る く じ ょ ー ひ ゃ く と お ば ん

５７０－０９０１１０
http://www.soumu.go.jp/hyouka/tizu.htm

山下定一さんが
三重県農業会議会長表彰を受賞

去る３月２９日、三重県農業会議創
立・農業委員会組織確立５０周年記念
式典で、度会町農業委員である山下定
一さん（南中村）が、『三重県農業会
議会長表彰』を受賞されました。
昭和５９年から２０年あまり農業委

員として農業委員会の発展に努められ
た山下さんは、この受賞を受け、「今後
も、地域農業の持続的な発展に努めて
まいります。」と、農業振興に対する
思いを語ってくれました。
おめでとうございました。

区・自治会名 氏　　名 区・自治会名 氏　　名 区・自治会名 氏　　名 区・自治会名 氏　　名

注 連 指 林 　 　 修 平 　 生 山北　　淨 茶 屋 広 田村　重幸 小 　 萩 岡野喜三右榮門

田 　 口 山根　久男 牧 　 戸 下里　修一 川 　 口 大久保雄二 　 柳 　 西井　仁司

麻 加 江 森本　靜雄 棚 　 橋 入山　道雄 栗 　 原 西田　久典 市 　 場 濵田　　彰

坂 　 井 山中　清仁 大 野 木 東出　親武 中 之 郷 中西　　力 脇 　 出 神森　良典

長 　 原 北村　勇生 葛 　 原 久保　匡毅 日 　 向 岡山　　巧 和 井 野 西岡　作美

立 　 花 濱岡　正樹 下 久 具 小岸　一昭 五 ヶ 町 中西　清人 南 中 村 御村　幸夫

鮠 　 川 大西　善克 上 久 具 中村　　孝 小 　 川 中山　　進 川 　 上 山本　正武

立 　 岡 早川　　篤 田 　 間 飯田　隆治 火 打 石 長谷川重夫 宮 ノ 西
自 治 会 西田　敦資

大 久 保 舟 瀬  周 作 当 　 津 尾嵜　晴記 駒 ヶ 野 龜田　三郎 度会団地
自 治 会 山野　恵祐
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

4
月
21
日

貼は

り
薬
剥は

が
し
て
よ
り
の
さ
く
ら

冷
え　
　

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

う
な
づ
き
も
言
葉
の
一
つ
花
の
冷

え　
　
　

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

春
祭
涙
目
の
魚
買
わ
れ
ゆ
く

牧　

戸　

中
西
て
い
子
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り
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に
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ん
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辛こ

ぶ
し夷

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

去る４月３日、第１０回宮リバー度会パーク
春まつりが、開催されました。
場内では、パターゴルフやだるま落としゲー
ム、ルーレットゲーム、丸太早切り大会、フリー
マーケット、各種バザーなどが行われました。
また、ステージでは、度会中学校吹奏楽部の
演奏やおたのしみステージ、ジャズや二胡の演
奏、大声大会、そして勇壮な度会鏡太鼓と玉丸
城太鼓の共演とさまざまな催しが繰り広げられ
ました。
フィナーレには、もちまきが行われ、会場を
訪れた皆さんは、楽しい一日を過ごしていました。

♥善意
まつりご出店の伊勢たばこ販売共
同組合さまから、収益金の一部を町
社会福祉協議会へご寄付いただきま
したので紹介します。
◎金４，８００円
ありがとうございました。

第10回 宮リバー度会パーク宮リバー度会パーク宮リバー度会パーク

を開催を開催

だるま落としに挑戦

おたのしみステージ

度会鏡太鼓と玉丸城太鼓の共演

フィナーレを飾ったもちまき

伊藤里佳＋カルテットの皆さん

大きな声にビックリ！
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全日本中学生ソフトボール大会に出場

都道府県対抗

去る３月２５日から、静岡県で開催された第１回都道府
県対抗全日本中学生ソフトボール大会に、度会中学校ソフ
トボール部から遊撃手の世古有里恵さん（麻加江）、投手
の髙橋那々さん（市場）、捕手の東谷亜香里さん（平生）
の３名が、三重県選抜チームの代表として参加しました。
準々決勝で敗れたもののベスト８という好成績で大会を

終えました。
３名の選手たちは、「このような機会を与えてくれたソフトボール部顧問の大野先生や、ソフトボール
部の部員みんなの日ごろのチームワークと応援のおかげです。」と参加できた喜びを語ってくれました。

新茶で手もみを体験

満開の桜の下

去る４月１０日、宮リバー度会パークの桜並木の下、
三重県手もみ茶技術伝承保存会による『新茶初もみ会』
が行われました。
一般参加者は会員の皆さんから、お茶のもみ方など
を教わり「良い香りがするんですね。」、「難しいわ。」と、
慣れない手つきながら製茶の勘どころをつかもうとが
んばっていました。

消防団合同初任者教養訓練

真剣な眼差しで

去る４月１７日、玉城町総合グラウンドを会場に、玉城町・
伊勢市・二見町・御薗村・小俣町・度会町消防団合同初任者教
養訓練が開催され、町消防団から９名の新団員が参加しました。
伊勢市消防本部職員から、敬礼や隊形の整列、ホース延長
など、消防団員としての基本動作の指導を受けました。
訓練を受ける皆さんの表情は真剣そのもので、会場には終
始、緊迫した空気が流れていました。

（左）東谷亜香里さん、（中）高橋那々さん、（右）世古有里さん
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5月

May

バザールわたらい産直市
次回開催日は、５月15日㈰、６月５日㈰です。
美味しい新茶もそろえ、お待ちしております。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

合同行政相談所を開設

▶開催日時　５月２０日（金）午前１０時～午後３時
▶開催場所　町中央公民館２階中会議室
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
▶問 合 先　役場総務財政課　（☎６２－１１１１）

こども相談を開催

▶開催日時　６月８日（水）午前９時３０分～午後３時
▶開催場所　町保健センター
▶相 談 員　高崎順子先生（臨床心理士・元三重県中央

児童相談所相談員）
▶対 象 者　乳幼児および小・中学生のお子さんとその

保護者
▶相談内容　育児・こころと体・言葉・不登校・落ち着

きがない　など
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
▶申込期間　５月２４日（火）～２７日（金）要予約
▶申込・問合先　町保健センター（☎６２－１１１２）

浄化槽法定検査を受けましょう

町内の浄化槽法定検査を５月から７月に実施する予定
です。対象のご家庭には、知事の指定を受けた（社）三
重県水質保全協会から実施日をお知らせした後、協会職
員がお伺いしますので、必ず検査を受けてください。
▶問 合 先　（社）三重県水質保全協会（☎０５９－２

２６－００１０）または役場建設水道課（☎
６２－２４１５）

きらりと輝く伊勢志摩みらいづくりに取り組む

皆さんの活動を支援します

伊勢志摩みらいづくり委員会では、伊勢志摩生活創造
圏ビジョンの実現をめざして、より多くの皆さんと協働
していくために、自主的な活動を支援する『第５回伊勢
志摩みらいづくり民間支援事業』を実施します。
▶募集対象　伊勢志摩生活創造圏ビジョン（美しい地域
づくり、人づくり、産業おこし）の実現につながる取
り組みを実施している、個人、団体、ＮＰＯなど（た
だし、特定の政治、宗教、または営利活動を目的とす
るものを除く）

▶募集期限　５月３１日（火）まで
▶助 成 額　活動費の２分の１以内で、３０万円まで（総
額１５０万円、公開審査会により決定）

▶助成先の選定方法　事業計画を公開審査会の場で発表
していただき、審査結果により選定

▶公開審査会　６月２５日（土）
▶申込・問合先　伊勢志摩みらいづくり委員会事務局（南
勢志摩県民局企画調整部内）（☎２７－５２３４）

特設人権相談所を開設

お気軽にご相談を

▶開設日時　６月１日（水）午前１０時～午後３時
▶開設場所　町中央公民館
▶相談対応者
•人権擁護委員　鳥羽宏之さん

奥野可頌さん
中尾　稔さん

•行政相談委員　小岸米子さん
※相談は無料で、秘密は堅く守られます。
▶問 合 先　役場町民福祉課　戸籍住民係

（☎６２－２４１１）

伊勢広域環境組合リサイクルプラザ

５周年記念イベント

フリーマーケット出店者募集

▶イベント開催日時　６月１１日（土）
午前９時３０分～午後２時

▶応募方法　往復はがき（郵便番号・住所・氏名・電話
番号・主な出品名を記入）

▶応募期限　５月２０日（金）　当日消印有効
▶その他
•１家族１枚の応募に限ります。
•商売目的の方はご遠慮ください。
▶応募・問合先　伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運

営委員会事務局（☎３８－２８００）

（№ 478） 8



●問い合わせは、町地域交流センター（☎63－0070）または町保健センター（☎62－1112）まで●

５月の町税
 軽 自 動 車 税　全　　期

 国民健康保険税　第 １ 期

●問い合わせは、町保健センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　jidoukan@amigo2.ne.jp

おめでた

おくやみ

３月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
山北　寛

かん

太
た

 典正 平　生
中川　ア

あ

ク
く

ア
あ

 拓哉 南中村
山本　桜

ら

夢
む

 太司 日　向
泰道　洲

しゅう

介
すけ

 勝 小　川
福井　和

かず

樹
き

 幸久 棚　橋
玉腰　昂

こう

太
た

郎
ろう

 隆佳 注連指

３月中に届出のあった方 （敬称略）

 名　前　 年齢 字名
東谷　きくの ９１ 注連指
門野　喜藏 ８７ 脇　出
登　　亮一 ７７ 立　花
伊藤　清子 ９２ 栗　原
福井　さと ８９ 大野木
山北　フジノ ８７ 棚　橋
下里　ふく ９０ 牧　戸
大西　琴衣 ４１ 大野木
小林　はつへ ８６ 市　場

６月２９日（水）
受　付：午後１時10分～１時30分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：原則として
•２か月児健診
平成17年４月生まれのお子さん

•７か月児健診
平成16年11月生まれのお子さん

•12か月児健診
平成16年６月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として偶数月生まれ
の１歳までのお子さん

６月１５日（水）
《ひよこグループ》
６月１６日（木）
《うさぎグループ》
時間：午前10時
　　　～正午ごろ
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日
（祝日を除く）
時間：午前10時～正午
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
６月９日（木）
一之瀬公民館
６月３０日（木）
麻加江生活改善センター
時間：午前10時
　　　～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、

自由遊びなど
対象：保育所に行っていな

いお子さん

地区巡回広場わたぼうし

遊水プ―ル・鏡　監視員等を募集中
遊水プ―ル・鏡の、監視員・看護師・売店スタッフを

募集しています。
▶応募資格　高校生以上で健康な人
▶募集人員　３０人程度
▶勤務期間　７～８月（夏休みまでの土日および夏休み期間）
▶勤務時間　午前８時３０分～午後５時
▶募集職種　プ―ル監視員・（准）看護師・売店スタッフ
▶賃 金　時給７８０円～（高校生７２０円～）

資格・経験手当有り
▶申込・問合先　シンコースポーツ㈱　四日市営業所（☎
０５９３－５１－６６６１）または、６月１６日以降
は遊水プ―ル・鏡（☎６３－０００５)

※申し込みおよび問い合わせは、平日午前９時から午後
４時まで。
※本年度は管理運営をシンコースポーツ㈱に委託しまし
た。プ―ル監視員等はシンコースポーツ㈱の採用となり
ます。

５年に１度の一大イベント

今年は国勢調査の年です

•住民登録とは関係なく、１０月１日現在、ふだん住ん
でいる場所で、調査票に記入していただきます。
•国勢調査は日本に住んでいるすべての人が対象とな
り、回答が義務づけられています。
•調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布・受け取りに
うかがいます。
•国勢調査は未来の羅針盤として、私たちの生活に活か
されます。
•国勢調査をはじめとする調査関係者には、守秘義務が
あり、調査内容の秘密は保護されます。
▶問 合 先　役場企画防災課（☎６２－２４２１）

乳児健診および育児相談
６月１日（水）
受　付：午後０時45分～１時
場　所：町保健センター
対　象：平成15年10月・11月生まれのお子さん

平成13年10月生まれのお子さん

１歳６か月児健康診査
３歳６か月児健康診査

６月１２日（日）
受　付：午前９時～11時 30分および午後

１時～２時（ただし、胃がんのみ午
前８時～）

場　所：町保健センター
内　容：胃がん、子宮がん、乳がん、大腸がん、

前立腺がん、生活習慣病、骨密度

日曜総合健診

（№ 478）9
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今年度、町教育委員会ではＡＬＴ（外国語指導助手）としてティモシー

　ジョン　フィリップス（通称ティム）さんを迎え、度会中学校を中

心に町内各小学校などで英語の指導をしていただくこととなりました。

中学校の部活動では、剣道部の生徒の皆さんとともに練習に汗を

流したり、英会話で交流を深めていました。

ティムさんは、「英語を楽しみましょう。日本以外にもいろいろな

世界があって、いろいろな考え方があることを感じて欲しいです。」

と、語ってくれました。

一
日
一
歩

長
い
休
み
の
あ
と
は
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
か
皆
さ
ん
お
疲
れ
気
味
の
よ

う
す
。

家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
世
の
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
楽
し
か
っ
た
。」
の
一
言
が
、

す
べ
て
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

せ
っ
か
く
休
暇
を
楽
し
ん
だ
の
で
す

か
ら
、「
疲
れ
た
。」
と
、
い
う
の
で
は

な
く
、み
ん
な
で
「
楽
し
か
っ
た
。」
と
、

言
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

町のうごき
人　口 男　4,560（－ 4） 出生　 6

女　4,806（－14） 死亡　13
計　9,366（－18） 転入　35

世帯数2,737（－ 1） 転出　46

今 月 の 表 紙

平成17年３月31日現在
（　　）内は前月比

西井 真
ま な み

奈美 さん（大野木） 34歳／AB型

現在、度会町地域交流センターで働いています。

たくさんの子どもたちに囲まれ、毎日、明るく楽し

く過ごしています。

仕事について
とても楽しいです。毎日、子どもたちにいろい
ろと勉強させてもらっています。子どもたちが、
学校から帰ってくるのが待ち遠しいです。

休日は
息子たちが一之瀬イーグルスでソフトボールを
しているので、練習試合を観戦したりしています。

趣味は

やっぱりソフトボールや野球の観戦で、子ども
たちのソフトの試合からプロ野球まで幅広く楽し
んでいます。今は特に福岡ソフトバンクホークス
が気になります。後輩の江川くんが大好きで、応
援しています。

子育てについて
私が息子たちに育ててもらっています（笑）。
息子たちはのびのびと育っていますね。人の気
持ちの分かる子に育って欲しいなぁと思っています。

将来の夢は
町内に家族でゆったりと過ごせるようなマイ
ホームを建てることです。

度会町の好きな
ところは

田舎なので人はやさしいし、自然がたくさんあ
るところ。子どもたちものんびりしていて度会町っ
て良い環境なんだなぁと思います。

町に望むこと
老人そして子どもたちの施設と、働く人たちを
助けてもらえる施設が町内にでき、本当に助かっ
ています。さらなる公的バックアップを望みます。


